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中
世
英
文
学
に
於
け
る
女
性
像

安

介

東

伸

「
中
世
英
文
学
に
於
け
る
女
性
像
」
と
い
う
与
え
ら
れ
た
題
目
は
極
め
て
広
汎
多
岐
に
亘
る
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
紙
面
内
で
、
そ
の
全
貌

を
眺
め
渡
し
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
論
及
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
中
世
英
文
学
と
い
う
場
合
、
も
と
よ
り
そ
れ
はO
開
（
古
英
語
）
及
び
冨
開
（
中
英
語
）

で
書
か
れ
た
文
学
の
両
者
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
。
開
の
文
学
、
即
ち
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
英
雄
詩
や
持
情
詩
に
於
て
、
女
性
と
い
う
も
の
が
主

要
な
主
題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
乙
〉
に
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
女
性
が
文
学
の
最
も
重
要
な
主
題
の
一
つ
と
し
て
取
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
冨
開
の
時
代
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
本
論
の
対
象
は
冨
開
の
文
学
に
限
定
さ
れ
る
と
と
を
先
ず
明
ら
か
に
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
更
に
こ
の
小
論
に
於
て
は
、
昌
明
の
文
学
の
中
か
ら
十
三
世
紀
以
降
の
世
俗
的
持
情
詩
（

m
o
g
－R
q
ュ
g

）
や
チ
ョ
l

サ

ー
の
作
品
な
ど
を
中
心
に
選
び
、
そ
れ
と
関
連
の
深
い
周
辺
の
作
品
に
論
及
し
つ
〉
、
中
世
に
於
け
る
最
も
典
型
的
な
女
性
像
、
特
に
中
世
の
美
女
の
理
想
像

の
現
わ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
と
Y

め
た
い
と
思
う
。
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英
文
学
に
限
ら
ず
、

一
般
に
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
見
ら
れ
る
女
性
描
写
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
或
る
一
定
の
伝
統
形
式
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
従
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
エ
ド
モ
ン
・
フ
ァ
ラ
ル
は
『
十
二
世
紀
及
び
十
三
世
紀
に
於
け
る
詩
法
』
に
於
て
、
中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
女
性
描

写
の
実
例
か
ら
帰
納
的
に
、
乙
の
伝
統
形
式
の
定
則
を
提
示
し
て
い
る
。
中
世
の
詩
人
は
、
通
常
、
一
定
の
順
序
に
従
っ
て
女
性
（
或
い
は
人
間
一
般
）
の
外
見

を
描
写
し
て
行
く
。
即
ち
、
人
相
に
つ
い
て
は
、
髪
、
額
、
眉
、
眉
問
、
限
、
頬
、
鼻
、
口
（
居
）
、
歯
、
顎
、
の
順
に
、
更
に
ま
た
肉
体
に
つ
い
て
は
、
首
（
頭
）
、

頚
、
肩
、
腕
、
手
、
胸
、
胴
、
腹
、
脚
、
足
、
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
叙
述
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
詩
人
は
描
写
の
対
象
に
よ
っ
て
、
色
彩
、
形
状
、

匂
い
、
味
、
感
触
な
ど
を
記
述
す
る
。
勿
論
、
中
世
の
あ
ら
ゆ
る
女
性
描
写
が
右
に
列
挙
し
た
事
項
の
す
べ
て
に
つ
い
て
も
れ
な
く
語
る
と
い
う
の
で
は
決
し

て
な
く
、
ま
た
、
そ
の
描
写
の
順
序
も
厳
密
に
右
の
通
り
一
定
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
総
じ
て
人
体
の
上
部
か
ら
下
部
へ
、
即
ち
造
物
主
た
る

神
（
或
い
は
そ
の
代
理
者
と
し
て
の
自
然
）
が
頭
か
ら
足
へ
と
人
聞
を
創
造
し
て
行
っ
た
順
序
に
従
っ
て
、
行
わ
れ
る
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
中
世
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
見
ら
れ
る
女
性
描
写
は
、
ま
こ
と
に
よ
く
乙
の
定
則
に
従
っ
て
お
り
、
乙
〉
に
も
ま
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
「
文
化
的
統
一
性
」
を

明
瞭
に
窺
う
乙
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
修
辞
上
の
伝
統
は
、
ギ
リ
シ
ア
末
期
及
び
古
典
ラ
テ
ン
の
文
学
に
そ
の
蔚
芽
を
持
ち
、
そ
れ
が
中
世
ラ
テ
ン
の
詩
人
を
径
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

。
a

語
の
文
学
（
4
0
自
白
g

－R
E
R
a
R
O

〉
に
伝
え
ら
れ
、
次
第
に
中
世
独
特
の
形
式
に
完
成
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
乙
の
形
式
に
よ
る
女
性
描
写
の

中
世
最
古
の
例
〈
韻
文
）
と
し
て
、
フ
ア
ラ
ル
は
マ
ク
シ
ミ
アl
ヌ
ス
宮
町
民
g
s
g
ω

の
「
哀
歌
」
（F
E・
8
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〉
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乙
〉
に
見
ら
れ
る
描
写
の
順
序
は
、
明
ら
か
に
既
述
の
原
則
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
乙
〉
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
「
金
色
の
髪
」
「
ミ
ル
ク
の

よ
う
に
白
い
頚
」
「
黒
い
眉
」
「
び
ろ
い
額
」
「
澄
ん
だ
眼
差
」
「
ほ
ど
よ
く
（
僅
か
に
）
盛
上
っ
た
唇
」
と
い
っ
た
描
写
が
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
於
け
る

美
女
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
示
し
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
美
女
像
は
、
英
文
学
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
中
世
を
超
え
て
更
に
エ
リ
ザ



ベ
ス
朝
文
学
に
至
る
ま
で
、
美
女
の
理
想
像
と
し
て
登
場
し
て
来
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
マ
ク
シ
ミ
ア

l

ヌ
ス
の
描
い
た
女
性
は
、
言
わ
ば
中
世
か
ら
ル
ネ
サ

a’ 

ン
ス
に
至
る
文
学
に
於
け
る
理
想
的
美
女
の
原
型
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
い
得
ょ
う
。

中
世
文
学
の
詩
法
上
の
規
範
を
確
立
し
た
修
辞
学
者
た
ち
、
即
ち
マ
チ
ウ
・
ド
・
ヴ
ア
ン
ド

l

ム
冨
忠
吾
0
4『
含
〈

g
e
s
o

や
ジ
ェ
プ
ロ
ア
・
ド
・
ヴ
ィ
ン

サ
ウ
フ

P
O
R
B
ニ
o

〈
宮
g

え
に
見
ら
れ
る
女
性
描
写
も
明
ら
か
に
伝
統
形
式
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
チ
ウ
の
『
詩
法
』
母
h
S
2
q
hげ
さ
さ
に
見

ら
れ
る
ト
ロ
イ
の
ヘ
レ
ン
の
像
は
、
「
金
色
の
髪
」
「
紙
の
よ
う
に
白
い
額
」
「
黒
く
細
い
眉
」
「
星
の
よ
う
な
眼
」
「
ほ
ど
よ
い
大
き
さ
の
鼻
」
「
象
牙
の
よ
う
な

（
白
い
〉
歯
」
「
蜜
の
味
の
す
る
、
小
さ
な
、
僅
か
に
盛
上
っ
た
居
」
「
パ
ラ
の
香
り
の
口
」
「
な
め
ら
か
な
頚
」
等
々
の
描
写
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
フ
ロ
ア
の
『
新
詩
学
』M
U
S
H
立
ぬ
〉
E
S

の
女
性
描
写
も
マ
チ
ウ
の
そ
れ
と
本
質
的
に
変
ら
ず
「
金
色
の
髪
」
「
黒
い
眉
」
「
色
白
の
肌
」
等
々
、
常
套
の
表

現
に
よ
る
描
写
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
チ
ウ
も
ジ
ェ
プ
ロ
ア
も
共
に
美
女
の
描
写
に
際
し
て
、
先
ず
美
女
の
創
造
者
た
る
自
然
へ
の
言
及
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。

美
女
を
自
然
の
創
造
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
中
世
独
特
の
伝
統
的
な
発
想
で
あ
っ
た
。
美
し
い
女
性
を
自
然
と
の
関
連
に
於
て
描
き
讃
美
す

る
形
式
も
、
中
世
に
於
け
る
、
美
女
描
写
の
常
套
的
形
式
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
チ
ョl
サ
l

の
作
品
に
も
乙
の
例
は
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
。

。
。

マ
チ
ウ
や
ジ
ェ
プ
ロ
ア
の
方
法
が
、
修
辞
上
の
規
範
と
し
て
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
全
体
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
と
は
、
既
に
文
学
史
の
定
説

と
し
て
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
女
性
描
写
の
例
一
つ
を
見
て
も
、
二
人
の
方
法
は
中
世
文
学
全
般
に
共
通
す
る
伝
統
形
式
を
示
し
て
い
る
。
チ
ョ
l

サ
l

が
ジ

。
。

エ
フ
ロ
ア
の
詩
法
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
チ
ョ
l

サ
l

自
身
の
言
か
ら
充
分
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
チ
ョ
l

サ
l

の
女
性
描
写
に
も
こ
う
し
た
伝
統
形
式
が
守
ら
れ
て
い
る
し
、
放
浪
の
学
僧
た
ち
の
歌
（
『
カ
ル
ミ
ナ
・
プ
ラ
i

ナ
』
ε
一
、
ミ
ミ
匂
ミ
s
a

『
蓄
積
物
語
』
に
も
勿
論
、
乙
の
形
式
に
よ
る
美
女
描
写
の
例
を
発
見
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

な
ど
）
や
、
ま
た

『
蓄
積
物
語
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
チ
ョl
サ
！
と
と
り
わ
け
深
い
関
係
を
持
ち
、
ギ
ヨ
！
ム
・
ド
・
ロ
リ
ス
の
民
国
自
目
。
含
戸
。
口
町
に
よ
る
部
分
は
チ

ョ

l

サ
ー
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
の
作
品
に
見
ら
れ
る
女
性
｜
｜
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
人
物
ー
ー
も
ま
た
伝
統
形
式
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
い

る
。
い
く
つ
か
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
描
写
を
比
較
し
て
見
る
と
、
殆
ん
ど
そ
乙
に
本
質
的
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
ギ
ヨ
l

ム
が
美
女
の
理
想
像
の
定
型
に
従
っ

て
筆
を
す
〉
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
怠
惰
」
も
「
美
」
も
「
歎
喜
」
も
、
要
す
る
に
、
中
世
の
美
女
の
理
想
概
念
に

基
づ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
『
蓄
積
物
語
』に
於
け
る
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
描
写
か
ら
、中
世
一
般
の
美
女
の
理
想
概
念
を
帰
納



的
に
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
今
、
右
に
挙
げ
た
三
つ
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
描
写
か
ら
、
ギ
ヨl
ム
の
描
く
美
女
の
像
を
考
え
て
見
る
と
、
髪
は
黄

色
（
金
髪
と
同
系
統
〉
、
眉
は
髪
の
色
と
対
照
的
に
色
濃
く
、
眼
は
灰
色
で
、
口
は
小
さ
く
、
、
顎
は
割
れ
て
、
顔
色
は
白
く
蓄
積
色
の
赤
味
が
さ
し
、

肉
柔
か

く
、
胴
細
く
、
と
い
っ
た
姿
が
浮
か
ん
で
来
る
。
マ
チ
ウ
や
ジ
ョ
フ
ロ
ア
に
共
通
の
美
意
識
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

nv 

放
浪
学
僧
の
歌
に
見
ら
れ
る
女
性
描
写
か
ら
も
、
全
く
同
様
に
、
中
世
の
美
女
の
理
想
概
念
を
帰
納
的
に
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
乙
〉
に
讃
美
さ

れ
る
女
性
た
ち
の
像
も
、
結
局
、
中
世
の
美
女
の
典
型
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
金
髪
、

nu 

等
し
い
美
女
の
姿
が
現
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

色
白
、
細
腰
云
々
の
、
『
蓄
積
物
語
』
に
見
ら
れ
る
も
の
と
全
く
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O
ロ
円
四
国
の
編
集
番
号
を
示
す
。
）

ぇ
・
開
・
同
－P
E
E

－
同
号
。
をS

ヒ
芯
S
H
R
3
g
h

叫
H
t
N
v
a宮
足
止

h崎
町
内k宮
崎
同
（
同
旨
ロ
回
－

s
d
〈
・
同
・1門
g
m
5・
p
m
H
0・
こ
と
に
記
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
の
女
性

美
の
理
想
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
極
め
て
近
い
も
の
を
示
し
て
い
る
。

3 4 5 6 7 8 9 10 

Il 

中
世
英
文
学
に
於
て
、
こ
う
し
た
女
性
描
写
の
定
型
が
見
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
先
ず
、
宮
廷
風
恋
愛
を
主
題
と
す
る
十
三
世
紀
以
降
の
世
俗
的
持
情
詩
を
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挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

。4

ハ
l

レ
イ
写
本
二
二
五
三
（
冨
ω
・
国
民
－a
N
自
己
所
載
の
『
ア
リ
ス
l

ン
』
h
h
R
8
S
の
一
部
を
例
と
し
て
掲
げ
る
。

。
ロ
F
O信
田
岡
山
H・

0
V
O門
戸
田
一
同
ω
匂
円
匂
ロo
v・

E

が
ね

（
大
意
）
彼
女
の
髪
は
黄
金
色
、

E
B
V
8
4
『
o

－U
S
E

－
E
5
0
ω
o
v
E
W
0

・

耳
目
Y
E
g
g
n
r
o
g
z
oロ
目
。
－
o
f

d
E
Y
E
E
色
。
－

m
自
己
伶
当
巴
ヨ
H
H
h
凶W
0・

眉
は
茶
色
で
、
眼
は
黒
い

可
愛
い
瞳
で
私
に
徴
笑
む
。

腰
は
ほ
っ
そ
り
形
良
い
。

2
・E
I
H
S－

回
目
円
。
師
宅uB・0

目
白4
『
F
R
Z
円

Y
m
w
ロ
｝M
O
印
当
。
P

頚
は
白
鳥
よ
り
白
く
、

白
肝
同O
M可
円
。
田
仲
田
昌
吉
伸

O
E
O

－

町
一
番
の
標
敵
よ
し
。
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（
ロ
・
勾
I
N
S・

乙
〉
に
見
ら
れ
る
ア
リ
ス
i

ン
の
像
は
、
金
髪
、
細
腰
（
自
広
色
。
｝
由
自
己
）
、
茶
色
の
眉
、
色
白
、
と
い
う
典
型
的
な
中
世
の
美
女
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て

い
る
。
た
Y

「
黒
い
眼
」
と
い
う
描
写
は
稀
な
例
で
、
眼
は
、
既
に
『
蓄
積
物
語
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
灰
色
が
普
通
で
あ
っ
た
。
顎
の
白
さ
を
い
う
の
は
既

に
マ
ク
シ
ミ
ア

l

ヌ
ス
に
見
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
マ
ク
シ
ミ
ア
l

ヌ
ス
は
そ
れ
を
「
ミ
ル
ク
」
の
白
さ
に
喰
え
て
い
る
が
、
『
ア
リ
スl
ン
』
で
は
「
白
鳥
」

が
比
喰
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
の
種
の
比
鳴
も
、
大
体
に
於
て
、
常
套
的
な
も
の
を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
頬
や
唐
の
赤
に
は
「
蓄
積
の

花
」
が
、
肌
の
白
さ
に
は
「
百
合
の
花
」
が
、
最
も
頻
用
さ
れ
る
比
職
で
あ
り
、
明
ら
か
に
修
辞
上
の
ク
リ
シ
エ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
放
浪
学

僧
の
歌
や
、
富
開
の
持
情
詩
の
み
を
見
て
も
、
そ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
く
ハ
l

レ
イ
写
本
・
二
二
五
三
所
載
の
『
絶
世
の
美
女
』

吋
E
U
g
h
h
g
H
h
h
N
e
言
S
h

司
ミ
ミ
は
『
ア
リ
ス

l

ン
』
よ
り
も
遥
か
に
長
く
、
ま
た
、
定
型
の
好
例
を
示
す
作
で
あ
る
が
、
頬
の
輝
き
を
「
夜
の
燈
寵
」

（ω
E
E
Z
B
O
ω

－a
E
）
に
比
し
て
い
る
お
・
回
同
0
4
S
・
g
・
－
－N
N）
。
と
れ
は
比
職
と
し
て
は
稀
な
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
英
国
中
世
の
世
俗
的
持
情
詩



に
見
ら
れ
る
女
性
像
も
、
本
質
的
に
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
全
般
に
共
通
す
る
理
想
的
女
性
像
と
変
る
も
の
で
は
な
い
。
詩
人
た
ち
は
、
美
女
の
あ
る
べ
き

普
遍
的
な
理
想
像
に
依
っ
て
特
定
の
女
性
を
讃
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
特
定
の
女
性
の
持
つ
個
性
的
な
美
や
特
質
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ク
に
描
き
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
い
わ
ば
「
宮
廷
風
恋
愛
」
の
、

一
つ
の
様
式
化
さ
れ
た
女
性
讃
美
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
万
一
、
相
手
の
女
性
が
美
女
の

理
想
像
か
ら
は
ず
れ
た
存
在
で
あ
っ
て
も
、
乙
れ
ら
中
世
の
持
情
詩
人
た
ち
の
手
に
か
、
み
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
型
の
如
く
絶
世
の
美
人
と
し
て
描
か
れ
讃
美
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
だ
が
然
し
、
そ
れ
は
決
し
て
「
あ
ば
た
も
え
く
ぼ
」
と
い
う
可
憐
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
中
世
の
持
情
詩
人
に
と
っ
て
は
、
レ
ト
リ

ッ
ク
の
伝
統
と
い
う
も
の
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
実
に
見
た
ま
〉
の
女
性
で
は
な
く
、
想
像
の
内
に
生
き
て
い
る
理
想
の
美
女

を
伝
統
の
形
式
に
於
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
憧
慢
の
恋
人
を
讃
美
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
乙
う
し
た
恋
愛
持
情
詩
に
、
殆
ん
ど
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
と
し
て

確
立
さ
れ
た
美
女
像
を
見
る
と
き
、
我
々
は
そ
乙
に
、
中
世
に
於
け
る
g
E
Z
Z
S

の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
。

現
実
の
女
性
が
、
恋
愛
詩
に
現
わ
れ
る
理
想
の
美
女
の
よ
う
に
美
し
く
あ
り
た
い
と
切
望
し
、
化
粧
に
憂
身
を
や
っ
す
者
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易

a’ 

に
推
察
さ
れ
る
。
色
白
く
見
せ
る
た
め
に
は
白
粉
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
髪
は
金
髪
に
染
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
言
及
し
た
『
蓄

積
物
語
』
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
「
美
」
の
描
写
は
チ
ョi
サ
l

の
英
訳
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ギ
ヨ
l

ム
・
ド
・
ロ
リ
ス
の
原
文
に
は
な
く
、
職
訳
者
た
る
チ
ヨ
l
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サ
ー
が
挿
入
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
云
o
d
F
－
百
円
同
円
。
仏

V
円
。
当
日
田
町
白
色
o
m
v
o－
－G
・5
H
∞
）
の
一
行
が
あ
る
。
中
世
の
美
女
の
理
想
像
と
し
て
、
眉
は
、
金
髪

と
は
対
照
的
に
、
く
っ
き
り
と
色
濃
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
眉
聞
の
切
れ
て
い
る
こ
と
が
大
事
な
条
件
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
は
、
左
右
の
眉
の

連
続
し
て
い
る
こ
と
が
美
女
の
条
件
と
さ
れ
た
と
い
う
。
従
っ
て
「
彼
女
は
眉
を
刈
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
チ
ョl
サ
l

自
身
の
挿
入
行
は
、
「
美
」
が
、
中

世
の
美
女
の
条
件
に
適
う
よ
う
、
眉
聞
の
毛
を
わ
ざ
／
＼
刈
り
と
っ
て
美
人
に
な
り
す
ま
し
た
の
で
は
な
く
、
正
真
正
銘
の
美
女
で
あ
っ
た
と
い
う
乙
と
を
、

特
に
力
説
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
ト
ロ
イ
ル
ス
と
ク
リ
セ
イ
デ
』
吋
さ
む
き
g
n

崎
町
、
な
ミ
号
で
は
、
美
女
ク
リ
セ
イ
デ
の
眉
の
つ
な
が
っ

て
い
た
こ
と
が
、
玉
に
暇
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
〈
・
戸
∞
5
1
6
。
ま
た
『
カ
ン
タ
ベ
リ
物
語
』
同
ー
と
の
お
お
な
る
宅
、
M
J
H一
～
略
的
中
の
フ
ァ
プ
リ
オ
『
粉
屋
の

話
』
吋
ぎ
ミ
ミ
旬
、
ぷ
吋
ね
な
に
は
、
大
工
の
女
房
で
ア
リ
スl

ン
と
い
う
名
の
、
色
好
み
の
女
が
登
場
す
る
が
、
チ
ョ
i

サ
！
は
、

彼
女
が
眉
毛
を
抜
い
て
左

右
の
眉
の
形
を
小
さ
く
整
え
て
い
た
乙
と
を
言
っ
て
い
る
Q
・
路
島
）
。
つ
ま
り
、
ア
リ
ス
l

ン
は
天
性
の
美
女
で
は
な
く
、
言
わ
ば
作
り
も
の
の
美
女
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
チ
ョ

l

サ
l

の
乙
の
ア
イ
ロ
ニ
イ
は
、
中
世
の
美
女
の
理
想
的
典
型
や
女
性
描
写
の
定
型
を
知
っ
た
上
で
、
初
め
て
笑
い
を
誘
う



も
の
で
あ
る
。
乙
の
ア
リ
ス
l

ン
の
描
写
は
、
次
章
に
於
て
も
述
べ
る
よ
う
に
、
宮
廷
風
恋
愛
詩
の
パ
ロ
デ
ィ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
世
俗
的
持
情
詩
に
見
ら
れ
る
女
性
描
写
に
、
近
代
的
な
意
味
に
於
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
を
求
め
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
マ
ク
シ

ミ
ア
l

ヌ
ス
の
描
い
た
女
性
の
美
に
本
質
的
に
帰
着
す
る
美
女
の
像
が
、
比
職
や
形
容
に
若
干
の
変
化
を
見
せ
な
が
ら
、
く
り
返
し
／
＼
歌
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
般
に
中
世
の
持
情
詩
に
於
て
は
、
主
題
の
多
様
性
や
感
情
の
真
実
性
よ
り
も
、
技
巧
の
洗
練
や
メ
ロ
デ
ィ
の
美
が
一
層
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

au 

で
あ
り
、
女
性
讃
美
と
い
う
主
題
に
し
て
も
、
詩
語
の
洗
練
や
韻
律
の
彫
琢
を
志
し
つ
〉
、
あ
く
ま
で
も
様
式
の
枠
を
ふ
み
こ
え
る
こ
と
な
く
、
伝
統
的
な
美

女
の
理
想
概
念
に
表
現
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
の
事
情
は
チ
ョl
サ
ー
の
よ
う
な
「
リ
ア
リ
ス
ト
」
に
と
っ
て
も
変
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

註6 5 4 3'2 

筆
者
が
知
り
得
た
限
り
の
、
本
論
に
関
連
あ
る
世
俗
的
持
情
詩
を
列
挙
す
る
。
（
数
字
は
そ
れ

ρ

＼
の
テ
ク
ス
ト
の
編
集
番
号
を
示
す
。
〉
の
・
回
8
4

『
ロ
（
＆
・
〉
同
誌
句
史

h
v

h
u
t
ミ
2

。
＼
忌
内
吋
と
ミ
司s
s
n
s
E

『
・U
E・
J
a・
3
・
叶
∞
・8
u
同
・
出
・
同o
v
z
g
（
邑
－y
h叫R
H
h
N
令
、

N
V
U
宅
之
内
柄
。
＼
与
問N
H

，

S
F
R
H潟
、
同
て
h
b
n
g
雪
之
内
h
L
S
L
N∞
－

H
N。
・H
ω。
・
5
r
z
ω
・
同
∞
品
・8
∞
・
N
O
P
N
H
0
・
こ
の
内

N
S

及
び
N
S

は
宮
廷
風
恋
愛
詩
の
パ
ロ
デ
ィ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
前
者
は
醜
男
を
、
後
者
は
醜
女
を

描
い
て
い
る
。

（
尚
冨
ω
・
国
防
吋
－q
N
N
g
所
載
の
4
Z

司
釦
町
宮
包
仏
O
同
E
F
r
a
包
0

．
は
本
論
の
主
題
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
の
・
回B
当
ロ
編

の
テ
キ
ス
ト
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
ぇ
・
ロ
・ω・
回
目
当
2

・
。
、
－n
P
R
Y
N
g
R
・
）
。

。
・
回
同10
4『
P

。
k
v・
丘
町
・
・
J
3・

伝
統
的
な
比
職
の
用
法
に
つ
い
て
は
更
に
詳
論
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
面
に
余
裕
が
な
く
、
別
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

ぇ
・
E

－F
m
w
r
o
a・
9
8
2
1
h

司
。
之
、
・3
・
記
H
I
N
－

ロ
・
ω
・
回
目
当
2

・
。
h
v・1
T
H
》
・
N
U叶
・

4
〈
・
吋
・
出
・T
n
E
o
p。
、
－n
h
T
w－N
a
・
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市
川
且

チ
ョ
l

サ
！
の
作
品
中
、
伝
統
形
式
に
よ
る
女
性
描
写
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
先
ず
『
公
爵
夫
人
の
書
』
忌
一
偽
切

g
除
ミ
忌
句
匂
号
、
x
a

を
挙
げ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
乙
れ
は
チ
ョ
l

サ
！
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
ラ
ン
カ
ス
タl
公
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ゴ
l

ン
ト
旬
。
吉
え
の
ω
g

同
が
、
一
三
六
九
年
黒
死
病



の
た
め
死
去
し
た
妃
，
フ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
追
悼
の
た
め
に
、
チ
ョ
l

サ
ー
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
エ
レ
ジ
イ
で
あ
る
。
宮
廷
風
恋
愛
を
基
調
と
す
る
乙
の
作
品
は
、

チ
ョ
l

サ
l

の
処
女
作
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
八
一
六
行
よ
り
一
O
四
一
行
ま
で
、
二
百
二
十
五
行
に
亘
り
、
高
貴
の
女
性
プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
の

札
。a

旬
。
、
毎
回
忌
ミ
ミ
ミ

像
が
最
高
の
敬
愛
と
讃
美
を
以
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
の
描
写
は
十
四
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
詩
人
マ
シ
ョ

l

冨
R
E
E

の
守
喝
さ
室
町

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
典
型
的
な
美
女
描
写
の
様
式
に
従
っ
て
い
る
。
乙
こ
に
描
か
れ
た
や
フ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
の
像
に
は
、
現

実
の
夫
人
の
姿
を
描
い
た
点
も
あ
る
乙
と
と
は
充
分
想
像
さ
れ
る
が
、
チ
ョl
サ
l

は
決
し
て
リ
ア
リ
ス
ト
の
眼
を
以
て
夫
人
を
描
い
た
の
で
は
な
い
。
限
ら

れ
た
紙
面
で
、
チ
ョ
l

サ
l

の
描
写
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
管
見
さ
れ
た
問
題
に
関
連
の
深
い
点
を
い
く
つ
か
選
ん
で

見
る
こ
と
に
し
た
い
。
プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
の
美
徳
と
優
雅
な
姿
を
次
々
に
描
い
て
行
く
チ
ョl
サ
l

の
筆
致
は
、
修
辞
の
精
敏
を
極
め
て
、
世
俗
的
野
情
詩
に

見
ら
れ
る
如
き
単
純
素
朴
な
も
の
は
決
し
て
な
い
こ
と
、
ま
た
マ
シ
ョ1
の
原
本
に
比
べ
て
チ
ョ
1

サ
l

の
ス
タ
イ
ル
が
如
何
に
優
れ
た
独
創
的
詩
才
を
示
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
論
ず
る
と
と
も
、
無
論
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
乙
訟
で
は
たY
女
性
美
の
伝
統
的
理
想
が
チ
ョl
サ
ー
に
於
て
も
ま
た
明
瞭
に
生
き

例
え
ば
髪
は
、
乙
〉
で
も
ま
た
金
色
で
あ
る
が
、
Z
V
1
4
S
ωロO
神
宮
島
”
＼
一

z
o
g
c
P
R
U
B－0
4司
0
・
5
V
H
O
E
S
仲
g
p

＼
冨o
p
g
m
F同
B
o
a

－
匂w
m
o
E
V
1
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て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

4
『g

・3

（
戸
∞g
l

∞
）
〈
そ
れ
は
赤
で
も
な
く
、
黄
色
で
も
茶
色
で
も
な
く
、
私
に
は
一
番
金
に
似
て
い
る
と
思
わ
れ
た
〉
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
前
章
に
引

用
さ
れ
た
持
情
詩
『
ア
リ
ス
1

ン
』
に
比
べ
て
描
写
は
ず
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
眼
の
描
写
に
つ
い
て
も
同
じ
乙
と
が
言
え
よ
うoE
U
o
g
g
町
0
・m
g
仏
0
・
包
包0
・

g

角
田g
R
E
o－
＼
盟B1
0・
0

同
問
。
。
内
回
目

o
n同H
o－
－
ロo
m
z
g
肴
U『
色0・
＼
吋
同
混
乱

O
E
同
】o
o
w
g
m
ロ
O
件

8
1
0・
＼Zo
o
s
－
v
d『
o
z
・
－
｝
E
v
g
a
m
o
d
s

－
z

（
戸
∞
∞
。
｜
ω
）

〈
（
眼
は
）
優
し
く
、
形
と
〉
の
い
、
歓
び
に
輝
き
、
し
っ
か
と
動
か
ず
、
汚
れ
な
く
、
大
き
さ
ほ
ど
よ
く
、
聞
き
過
ぎ
ず
、
ま
た
眼
差
は
、
脇
眼
横
眼
の
た
ぐ
い

に
非
ず
、
し
か
と
定
ま
る
〉
と
い
う
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
眼
差
が
真
直
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は
、
単
な
る
眼
の
外
見
描
写
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
徳
性
の
現

わ
れ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
チ
ョ
l

サ
l

の
プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
の
描
写
は
、
こ
の
よ
う
に
外
見
上
の
風
姿
の
美
と
共
に
徳
性
の
美
を
あ
わ
せ
て
描

い
て
行
く
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
勿
論
、
世
俗
的
持
情
詩
の
女
性
讃
美
も
、
単
に
女
性
の
肉
体
的
外
見
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
美
徳
を
も
讃
え
て

い
る
。
讃
美
の
対
象
た
る
高
貴
の
婦
人
の
外
面
の
美
は
内
面
の
美
徳
と
一
致
し
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
宮
廷
風
恋
愛
詩
に
於
て
は
「
外
面
如
菩
薩
内
面
知
夜

文
」
と
い
う
女
性
の
型
は
現
わ
れ
な
い
。
中
世
に
於
け
る
女
性
の
徳
の
最
大
な
る
も
の
は
「
慈
愛
」
「
憐
れ
み
の
心
」
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



。
“

プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
も
ま
た
こ
の
最
高
の
徳
を
備
え
て
い
た
。
ほ
か
な
ら
ぬ
彼
女
の
眼
が
そ
れ
を
示
し
て
い
た
と
チ
ョ

l

サ
l

は
言
っ
て
い
る

2
・
∞
ミ
1
5
。

プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
の
描
写
に
は
、
定
型
通
り
、
髪
、
眼
、
頚
、
肩
、
胴
、
腕
、
手
、
爪
、
乳
房
、
尻
、
背
中
、
な
ど
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
が
（
額
、
居
、

鼻
、
口
、
歯
、
顎
、
股
、
脚
、
足
、
肉
〈
の
感
触
〉
な
ど
は
描
写
無
し
て
こ
れ
ら
の
肉
体
的
部
分
の
描
写
は
、
髪
や
眼
を
別
と
し
て
、
極
め
て
簡
単
に
片

づ
け
て
、
む
し
ろ
内
面
的
な
徳
を
讃
え
る
こ
と
に
カ
を
入
れ
、
多
く
の
行
を
当
て
〉
い
る
。
チ
ョl
サ
l

は
た
Y

単
に
レ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に
固
執
す
る
の
で

は
な
く
、
定
型
に
従
い
な
が
ら
も
旧
套
の
枠
を
破
り
、
定
型
そ
の
も
の
に
新
ら
し
い
生
命
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
極
め
て
中
世
的
で
あ
り
な
が
ら
、

し
か
も
常
に
何
か
中
世
を
超
え
た
も
の
を
示
現
す
る
と
い
う
特
質
は
、
い
わ
ば
チ
ョi
サ
！
と
い
う
詩
人
の
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
プ
ラ
ン
シ

ュ
夫
人
の
像
が
結
局
中
世
の
伝
統
的
な
美
女
理
想
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
実
の
夫
人
像
の
純
粋
に
リ
ア
ス
テ
ィ
ク
な
描
写
で
は
な
い
と
い
う
事

実
は
否
定
で
き
ぬ
。
却
っ
て
我
々
は
、
チ
ョl
サ
l

が
伝
統
的
な
美
女
像
に
依
っ
て
プ
ラ
ン
シ
ュ
夫
人
を
理
想
化
し
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
夫
人
に
対
す
る
崇
敬

と
讃
美
の
並
々
な
ら
ぬ
深
さ
を
窺
い
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
ト
ロ
イ
ル
ス
と
ク
リ
セ
イ
デ
』
に
於
け
る
ク
リ
セ
イ
デ
の
描
写
に
も
ま
た
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
形
式
に
依
拠
し
た
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
（

0
・
側
・
圃
・
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口
－
H
Nむ
l
g
h
〈
－
－Y
∞
。
。l
g

〉
。
『
カ
ン
タ
ベ
リ
物
語
』
に
も
定
型
に
依
る
女
性
描
写
が
散
見
さ
れ
る
が
、
乙
h

で
は
前
章
で
ふ
れ
た
『
粉
屋
の
話
』
の
ア
リ

ス
l

ン
の
場
合
を
取
上
げ
た
い
。
ア
リ
ス
l

ン
の
描
写
（
戸
お
お
！
日
可
。
）
は
美
女
描
写
の
定
型
に
従
い
な
が
ら
、
い
か
に
も
フ
ァ
ブ
リ
オ
に
相
応
し
く
、
い
わ

ば
宮
廷
風
恋
愛
詩
の
見
事
な
パ
ロ
デ
ィ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
女
の
身
体
は
ほ
っ
そ
り
と
優
美
で
、
色
艶
は
光
り
輝
き
、
と
い
う
調
子
で
、
い
か
に
も

宮
廷
風
恋
愛
詩
に
讃
え
ら
れ
る
高
貴
の
美
女
さ
な
が
ら
の
姿
で
あ
る
が
、
す
ん
な
り
し
た
身
の
細
さ
は
イ
タ
チ
に
、
色
艶
の
輝
き
は
出
来
た
て
の
ノ
ウ
プ
ル
金

貨
（
六
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
相
当
）
に
轍
え
ら
れ
て
い
る
。
宮
廷
風
恋
愛
詩
で
は
輝
や
く
星
に
喰
え
ら
る
べ
き
眼
も
、
ア
リ
ス
l

ン
の
場
合
は
淫
奔
（
－
跨
2
2
m

）

と
形
容
さ
れ
る
。
ま
た
、
歌
や
舞
踏
の
た
し
な
み
は
貴
婦
人
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
条
件
で
あ
っ
た
が
、
ア
リ
ス
l

ン
は
、
歌
声
は
燕
の
よ
う
に
か
ん
高
く
、
舞

踏
の
代
り
に
、
仔
山
羊
や
仔
牛
の
よ
う
に
飛
ん
だ
り
は
ね
た
り
す
る
こ
と
の
上
手
な
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
も
と
／
＼
美
し
い
貴
婦
人
を
讃
美
す
る
た
め

の
宮
廷
風
恋
愛
詩
の
形
式
に
よ
っ
て
、
田
舎
大
工
の
若
い
女
房
を
描
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
の
パ
ロ
デ
ィ
の
可
笑
し
さ
が
あ
り
、
中
世
恋
愛
詩
の
伝
統
に
通

暁
し
て
い
た
宮
廷
人
た
ち
は
、
チ
ョ
l

サ
l

の
と
の
物
語
の
秀
抜
な
描
写
を
聴
い
て
抱
腹
絶
倒
し
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
前
章
で
言
及
し
た
ハ
l

レ
イ
写

本
・
二
二
五
三
所
載
の
持
情
詩
に
讃
え
ら
れ
た
美
女
ア
リ
スl
ン
の
名
を
、
チ
ョ
l

サ
l

が
大
工
の
女
房
に
与
え
て
い
る
の
も
意
図
的
な
皮
肉
の
よ
う
に
思
わ



れ
る
。
乙
の
種
の
パ
ロ
デ
ィ
は
世
俗
的
持
情
詩
に
も
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
（
例
え
ば
」
，Z
F
0
4
R
m

富
。
岳
古
関
同
a
q
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－
g
z
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ミ
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ミ
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S
b
h
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N
S
b
e
a
H
足
立
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・
8
S
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乙
れ
は
世
に
も
稀
な
る
醜
女
を
宮
廷
風
恋
愛
詩
の
形
式
に
よ
っ
て
歌
っ
た
も
の
で
、

チ
ョ
l

サ
l

の
作
品
に
比
べ
れ
ば
遥
か
に
悪
趣
味
で
ふ
ざ
け
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
中
世
に
於
け
る
、
讃
美
と
は
裏
腹
の
、
女
性
に
対
す
る
無
遠
慮
な
シ
ニ
シ

ズ
ム
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
作
品
で
あ
る
。
『
公
爵
夫
人
の
書
』
か
ら
『
カ
ン
タ
ベ
リ
物
語
』
に
至
る
チ
ョl
サ
l

文
学
の
発
展
は
、
一
口
に
言
っ
て
、
伝
統
的

な
宮
廷
風
恋
愛
の
讃
歌
か
ら
次
第
に
、
喜
劇
的
精
神
に
よ
る
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ク
な
人
間
探
究
に
至
る
発
展
と
し
て
把
え
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ

ン
シ
ュ
夫
人
の
描
写
と
ア
リ
ス
l

ン
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
見
れ
ば
、
そ
こ
に
女
性
観
の
明
白
な
相
違
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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司
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女
性
の
「
慈
愛
」
の
讃
美
は
、
宮
廷
風
恋
愛
詩
に
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
聖
母
マ
リ
ア
崇
拝
を
主
題
と
す
る
宗
教
的
持
情
詩
に
無
数
の
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

マ
リ
ア
崇
拝
と
宮
廷
風
恋
愛
の
関
連
は
屡
々
論
及
さ
れ
る
問
題
で
あ
り
、
宗
教
的
持
情
詩
と
世
俗
的
持
情
詩
（
宮
廷
風
恋
愛
詩
〉
の
、
形
式
及
び
発
想
に
於
け
る
著
し
い
近

似
性
に
つ
い
て
詳
論
す
る
こ
と
は
、
中
世
女
性
観
の
解
明
に
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
が
、
と
れ
も
紙
面
に
余
裕
が
な
く
別
の
機
会
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

開
・
叶
－F
S
F
o

ロ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
『
粉
屋
の
話
』
は
ハl
レ
イ
写
本
の
持
情
詩
と
語
嚢
の
上
で
多
く
の
共
通
性
を
持
っ
て
お
り
、
チ
ョl
サ
1

は
、
喜
劇
的
な
意
図

か
ら
わ
ざ
と
旧
套
の
詩
風
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
（
ロ
・ω・
回
同0
4『
2

・
。
、
．R
H
－
u
・
N
S
－
ロ
－
N
〉
。
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